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　11月16日、市立北幼稚園で、市立北幼稚園と市立
南幼稚園の園児たちの園対抗タグラグビーの試合が
ありました。
　両園では日頃から、園児の体力向上や、スポーツの
楽しさを知ってもらうため、タグラグビーに取り組ん
でいます。タグラグビーは、タックルをしないラグビー
で、小さい子どもでも親しみやすい競技です。
　試合後の子どもたちに感想を聞くと、「すごく楽し
かった」「違う園の子たちとラグビーができて、友達に
なれてよかった」と答えてくれました。

　市内の住吉神社で１月９日～11日に行われる
「十日戎」で参拝者を迎える福娘が12月４日、市
役所を訪れました。
　福娘代表７人が、「ねや川戎で、福・福・福・福、寝屋川
発展、はい、はい、はい、はい」などと手拍子でリズミカ
ルに、口上のお囃子（はやし）を披露してくれました。
　福娘の常深さんは「大学生の時に福娘ＯＢの幸せそ
うなオーラに憧れて応募しました。自分も福娘として、
多くの人に福をあたえていきたいです」と話してくれま
した。

　11月20日、西日本旅客鉄道株式会社と、ＪＲ学
研都市線「東寝屋川駅」を「寝屋川公園駅」へ改
称する協定と駅周辺のまちづくりなど、地域と鉄
道の連携による相互の持続的発展に向けた取り組
みを推進するための連携協定を締結しました。　
　駅近くの豊かな緑に囲まれた寝屋川公園をいか
し、駅名改称をきっかけに、東部エリアの新たな
まちづくりのスタートにつなげていきます。

タグラグビーで体力向上 福娘が「ねや川のえべっさん」をPR

西日本旅客鉄道株式会社と
連携協定を締結　いのししの親子が今にも突進しそうです――。

15年前から活動する打上地区の竹細工同好会のメ
ンバー10人が、今年の干支「亥」にちなみ、地元
産の真竹と黒竹で作りました。頭や胴、しっぽを
組み合わせて仕上げた約100個は一つ一つ違うオ
リジナル作品で、知人らに贈っています。
　打上地区にある東寝屋川駅は今春、「寝屋川公園
駅」に改称される予定で、メンバーの一人は「駅名も変
わるし、いのししのようにもっと元気な街になってくれ
たら」と、作品を手に笑顔を見せていました。

「もっと元気なまちに！」
いのししの竹細工に願い込め
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　12月10日、スポーツの振興と市民の健康を推進す
るため、総合スポーツメーカーのミズノ株式会社と連
携に関する協定を締結しました。
　ミズノ株式会社とは、寝屋川ハーフマラソンで、互
いに協力し、安全かつ円滑なマラソンの運営に努めて
きました。今後もより一層、相互の知恵・情報・技術を
共有し、地域の活性化、市のイメージアップにつなげ
ていきます。
　協定式で贈呈された、ランニングシューズ寝屋川モ
デルは、寝屋川ハーフマラソン優勝者に副賞として贈
呈するほか、市民体育館で販売する予定です。

大阪府初！ミズノ株式会社と
スポーツ振興などの協定を締結

（左から）
�和氣椋太さん（成美小学校２年生）
〇�テーブルマークこども将棋大会大阪ブロック低学年
の部３位

�山本海生さん（北小学校２年生）
〇�テーブルマークこども将棋大会大阪ブロック低学年
の部８位

�冨桝朋矢さん（友呂岐中学校１年生）
〇�NHK杯争奪　大阪府中・高等学校将棋選手権大会
個人戦S級準優勝

　11月17日～25日、姉妹都市のアメリカ・ニューポー
トニューズ市から市民訪問団18人が市を訪れました。
　市内の学校訪問、市民文化交流では茶道や着物の
着付け体験をするなど、市民やホストファミリーとの交
流を通して友好を深めました。
　市との友好親善に努められた長年の功績を讃えて、
訪問団長であるニューポートニューズ姉妹都市委員会
委員長のキャサリーン・スチュアート・ストッジヒルさん
が特別名誉市民の称号を贈呈されました。

ニューポートニューズ市民訪問団が
寝屋川市を訪れました

　高倉水利組合とんど保存会では、地域の伝統を
子どもたちに知ってもらおうと、正月飾りやしめ
縄などを焼いて五穀豊穣・無病息災を祈る「とん
ど焼き」を平成22年に復活させました。
　今年の干支「亥」にちなんだ、長さ3.3メートル
高さ1.8メートルの「干支とんど」は「来年は、い
のししの被害が出ないように」との願いを込めら
れて作られたものです。
　「干支とんど」は、夜間はライトアップされ、１月14日
に「第10回高倉とんど焼き」で点火されます。

高倉地区に巨大いのしし出現


